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梅雨を彩る志賀瀬川沿いの紫陽花



市原小学校 田植え体験
６月７日（月）

　市原小学校の５年生の生徒 12人が、手形野の梅木正一さんのご協力・ご指導のもと総合学習の時間で
田植えの体験を行いました。
　この田植えの体験をするにあたって生徒たちは「田植えを自分たちで体験することで仕事に対する思い
を知り、将来に役立てる」という目標を事前に立てており、集中して取り組んでいました。
　古代米である黒

こくしまい

紫米、赤
あかまい

米、緑
みどりまい

米、黒
くろまい

米の４種類の苗を植え、10月頃に収穫の予定です。

中原保育園 クッキング会
６月４日（金）

　中原保育園の 21人の園児がクッキング会を行いました。
　ハムカツ、南小国町産のきくらげをつかった切り干し大根の酢の物、かぼちゃの味噌汁、玄米のおにぎ
りがメニューでした。このクッキング会は、素材に触れて料理を作る楽しさや、食べ物の大切さを学ぶた
めに実施されているそうです。子どもたちは「ハムカツを作るのが楽しかった！」「包丁で上手に切れた！」
と嬉しそうに話をしてくれました。
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まちのわだい



　役場庁舎内の会計室窓口などを移設する庁舎別館建設工事の起工式が建設工事現場の庁舎駐車場で執り
行われました。
　髙橋町長、町議会より平野議長・穴井副議長、設計管理を行うライト設計、建設工事を請負う橋本建設、
窓口やＡＴＭの貸借を行なう肥後銀行小国支店・ＪＡ阿蘇の関係者が出席しました。
　庁舎別館は、ＣＡＴＶセンターに隣接した庁舎駐車場西側に建設予定で、１階に会計室と肥後銀行南小
国出張所の窓口、そしてＡＴＭコーナー（肥後銀行及びＪＡバンク）が、２階部分には役場会議室などが
整備されます。

※関連ページＰ２８

庁舎別館 起工式
６月10日（木）

新型コロナワクチン接種の際に持参いただくもの

　６月 30 日現在、65 歳以上から 75 歳未満
の方のワクチン接種が行われています。
　新型コロナウイルスのワクチン接種には、

接種券、予診票、身分証明ができるも
の（保険証・免許証など）
を持参ください。

２回目の接種の際にも必要です。

　また、あらかじめご自宅で体温を測定し、
予診票へ記入をお願いします。
　接種券、予診票を紛失した場合は、町民
課で再発行ができます。
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令
和
元
年
度
に
設
立
し
ま
し
た
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
阿
蘇

支
部
」
に
お
い
て
高
森
町
・
南
小
国
町
へ
の
観
光
入
込
客
数
増
加
を
目

的
に
今
年
度
も
リ
ア
ル
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
高
森
町
は

日
本
で
美
し
い
村
連
合
に
は
２
０
１
４
年
に
加
盟
し
、
今
年
度
で
7
年

目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
夏
と
冬
、
２
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
高
森
町
・
南

小
国
町
そ
れ
ぞ
れ
２
箇
所
ず
つ
設
置
さ
れ
た
ヒ
ン
ト
を
手
掛
か
り
に
宝

箱
を
探
し
ま
す
。
全
て
の
謎
を
解
き
、
最
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
記
入
し

て
応
募
す
る
と
現
金
30
万
円
、
高
森
町
・
南
小
国
町
の
特
産
品
が
抽
選

で
当
た
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
内
容
で
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
長

い
期
間
楽
し
め
る
」、「
季
節
を
変
え
て
楽
し
め
る
」
非
対
面
、
非
接
触

型
、
非
密
集
型
屋
外
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

夏
休
み
や
冬
休
み
等
、
ご
家
族
で
の
ご
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
夏
の
リ
ア
ル
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト

開
催
期
間
：
８
月
～
10
月

場
所
：
高
森
町
・
南
小
国
町
内

参
加
費
：
無
料

参
加
方
法
：
①
高
森
町
、
南
小
国
町
の
観
光
協
会
に
お
い
て
宝
の
地
図（
冊
子
）を
入
手

②
宝
の
地
図
に
記
載
さ
れ
た
謎
を
解
き
、
宝
箱
に
書
か
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
宝
箱
を
見

つ
け
た
町
の
観
光
協
会
に
お
い
て
報
告
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
載
し
、
抽
選
へ
の
お
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

■
冬
の
リ
ア
ル
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト

開
催
期
間
：
11
月
～
１
月
（
予
定
）

場
所
、
参
加
費
、
参
加
方
法
は
夏
の
リ
ア
ル
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
と
同
様
で
す
が
、
冬
の

リ
ア
ル
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
は
イ
ベ
ン
ト
ク
リ
ア
者
へ
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
阿
蘇
支
部
事
務
局
（
高
森
町
役
場
内
）　

工
藤

☎
０
９
６
７（
６
２
）２
９
１
３

美しい村を探す～九州・沖縄～
㉔熊本県　高森町

　　　　　後期高齢者医療の被保険者の方へ
「後期高齢者医療被保険者証（保険証）」の更新のお知らせ
　現在お持ちの保険証（水色）の有効期限は、令和３年７月３１日までとなっています。
　新しい保険証（黄色）は、７月中に簡易書留等で郵送いたしますので、令和３年８月１日からは
新しい保険証（黄色）をお使いください。
　新しい保険証（黄色）に記載してある一部負担金の割合は、令和３年度の市町村民税の課税所
得をもとに判定しています。
　なお、現在お持ちの保険証（水色）は、令和３年８月１日以降に、役場町民課へお返しください。

【一部負担金の割合】

同一世帯の後期高齢者医療被保険者のうち、
市町村民税の課税所得が１４５万円以上ある
方がいる世帯の被保険者 → 一部負担金の割合は

（病院等での窓口負担）
３　割

上記条件に該当しない世帯の被保険者 → 一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）

１　割

※新しい保険証の裏面に臓器提供の意思表示欄がありますので、臓器提供の意思表示をする際
は、ボールペンで記入してください。なお、個人情報保護のためのシールを窓口に用意してお
ります。

■問い合わせ　役場 町民課　☎（４２）１１１３
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■現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（水色）・「限度額適用認定証」（桃色）をお持ちの方 

令和３年７月３１日で有効期限が切れますので、新しい「限度額適用･標準負担額減額認定証」（黄色）または

「限度額適用認定証」（桃色）を７月中に郵送します。８月１日からご使用ください。 

 

■新しく申請が必要な方 

所得区分が区分Ⅰ・Ⅱの方および現役並み所得者Ⅰ・Ⅱの方で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」（以下

「減額証」という）または「限度額適用認定証」（以下「限度証」という）をお持ちでない方は、外来および入院

で受診される際に利用できますので、町民課窓口に申請してください。 

【申請に必要なもの】  

後期高齢者医療被保険者証、本人確認書類 

 

■入院・外来時の自己負担限度額および入院時の食事代 

負

担 

割

合 

所得区分 

 

外来＋入院 

（世帯単位） 

入院時の食事代 

（１食当たり） 

「減額証」 

「限度証」 

発行の有無 

外来 

（個人単位） 

 

現役並み所得者Ⅲ 

(住民税課税所得 

690 万円以上の方) 

252,600 円＋（総医療費-842,000 円）×1% 

＜4 回目以降 140,100 円＞（※1） 
 

発行なし 

申請不要 

３

割 

現役並み所得者Ⅱ 

(住民税課税所得 

380 万円以上の方) 

167,400 円＋（総医療費-558,000 円）×1%

＜4 回目以降 93,000 円＞（※1） 460 円 

指定難病患者の方などは

260 円の場合もあります 

発行あり 

申請が必要 

 

現役並み所得者Ⅰ 

(住民税課税所得 

145 万円以上の方) 

80,100 円＋（総医療費-267,000 円）×1%

＜4 回目以降 44,400 円＞（※1） 

発行あり 

申請が必要 

 一 般 
18,000 円 

(年間上限 14.4 万円) 

57,600 円 

 
発行なし 

申請不要 ＜4回目以降44,400円＞

（※1） 

１

割 

区分Ⅱ 

（※2）   
8,000 円 24,600 円 

過去12か月で 

90日までの入院 

210円 発行あり 

申請が必要 過去12か月で 

91日目からの入院 

160円（※4） 

区分Ⅰ 

(※3） 
8,000 円 15,000 円 100 円 

発行あり 

申請が必要 

   

◎ 入院時の食事代について、療養病床に入院する場合は金額が異なりますので、入院時に医療機関にお尋ねく 

ださい。 

（※1）過去 12 か月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が 4回以上あった場合、＜ ＞内の金額となります。 

（※2）区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（区分Ⅰ以外の方）。 

（※3）区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税かつ、世帯全員の所得が 0円の方。 

（年金の所得控除額を 80 万円、給与所得がある場合は給与所得金額から 10 万円を控除して計算）。 

（※4）過去 12 か月以内の入院日数が 90 日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が 160 円になります。 

 

【お問い合わせ先】 

南小国町役場 町民課  電話番号０９６７－４２－１１１３ 

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」および 
「後期高齢者医療限度額適用認定証」の更新の手続き等のお知らせ 

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」及び
「後期高齢者医療限度額適用認定証」の更新の手続き等のお知らせ

■問い合わせ　役場 町民課　☎（４２）１１１３
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熱
中
症
に
ご
用
心
を
！

　

人
間
の
身
体
は
、
普
段
、
体
温
が
上

が
っ
て
も
汗
を
か
い
た
り
皮
膚
温
度
が

上
昇
す
る
こ
と
で
、
体
温
が
外
へ
逃
げ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
体
温
調
節

が
自
然
と
行
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
体
温
の
上
昇
と
調
整
機
能

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
ど
ん
ど
ん

身
体
に
熱
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
「
熱
中
症
」
で
す
。

■
要
注
意
な
天
候
や
人

天
候
：
気
温
や
湿
度
が
高
い
、風
が
弱

い
、
急
に
暑
く
な
っ
た

人
：
高
齢
者
や
幼
児
、
肥
満
の
人
、
持

病
の
あ
る
人
や
体
調
の
悪
い
人
、

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人

　

人
間
の
身
体
は
、
暑
い
環
境
で
の
運

動
や
作
業
を
始
め
て
か
ら
３
～
４
日
経

た
な
い
と
、
体
温
調
節
が
上
手
に
な
っ

て
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
急
に
暑
く
な
っ
た
日
や

久
し
ぶ
り
に
暑
い
環
境
で
活
動
し
た
時

に
は
、
体
温
調
節
が
上
手
く
い
か
ず
、

熱
中
症
で
倒
れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

■
予
防
方
法
は
？

・
無
理
を
せ
ず
、
徐
々
に

身
体
を
暑
さ
に
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
す
る
時
は
、
日
傘
や
帽
子
を
活

用
し
た
り
、
涼
し
い
服
装
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

・
生
活
リ
ズ
ム
や
食
生
活
に
気
を
つ

け
、体
調
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
屋
外
で
人
と
２
ｍ
以
上
離
れ
て
い
る

時
は
、
適
宜
マ
ス
ク
を
外
し
ま
し
ょ

う
。

・
日
陰
を
利
用
し
、
こ
ま
め
に
休
憩
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

※
屋
内
に
い
て
も
、
熱
中
症
で
倒
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
窓
を
開
け
、
風

の
通
り
を
よ
く
し
、
扇
風
機
や
エ
ア

コ
ン
も
一
緒
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
と
少
量
の
塩
分
摂
取

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
や
脱
水
傾
向

に
あ
る
時
は
、
経
口
補
水
液
（
Ｏ
Ｓ

―
１
）
の
活
用
も
有
効
で
す
。

※
水
分
や
塩
分
の
摂
取
制
限
が
あ
る
方

は
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ

い
。

■
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
っ
て
何
？

　

環
境
省
と
気
象
庁
は
、
熱
中
症
予
防

対
策
に
資
す
る
効
果
的
な
情
報
発
信
と

し
て
、
今
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て

高
く
な
る
と
予
測
さ
れ
た
際
に
、
危
険

な
暑
さ
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
、 

熱
中

症
予
防
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

促
す
た
め
の
情
報
で
す
。

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、
熱
中
症
に
関

す
る
情
報
を
入
手
し
よ
う

〇
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
登
録
す
る
と
、
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の

情
報
が
メ
ー
ル
で
届
き

ま
す
。

〇
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
・
暑
さ
指
数
の
情

報
配
信

　

環
境
省
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

「
環
境
省
」
を
開
設
し
、

熱
中
症
予
防
対
策
の
情

報
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち
追
加
し
て

い
た
だ
く
と
、 

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

の
発
表
や
暑
さ
指
数
の
情
報
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
月
間

　

献
血
と
は
、
病
気
の
治
療
や
手
術
な

ど
で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ

ん
の
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
健
康
な

人
が
自
ら
の
血
液
を
無
償
で
提
供
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
拡
大
す
る

現
在
で
も
、
毎
日
多
く

の
方
が
血
液
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
献
血
ル
ー
ム
紹
介

〇
日
赤
プ
ラ
ザ
献
血
ル
ー
ム

熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２
丁
目
１
番
１
号

☎
０
９
６（
３
８
４
）６
７
２
７

定
休
日
：
日
曜
日
、
祝
日

（
た
だ
し
、
土
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

平
常
通
り
）

〇
下
通
り
献
血
ル
ー
ム
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ

熊
本
市
中
央
区
下
通
１
丁
目
３
番
８
号

下
通
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
５
階

☎
０
９
６（
３
２
５
）９
２
１
８

定
休
日
：
金
曜
日

（
た
だ
し
、
金
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

平
常
通
り
）

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

病
院
で
私
達
と
一緒
に
働
い
て
く
れ
る

看
護
師
を
募
集
し
て
い
ま
す 

パ
ー
ト 

２

　

先
月
に
引
き
続
き
、
今
年
度
の
看
護
師

長
よ
り
看
護
師
募
集
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
に
看
護
師
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
は
、
こ
の
記
事
で
お
声
掛
け
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。

（
総
看
護
師
長　

波
多
野
智
子
）

外
来
看
護
師
長　
　

杉
野
光
代　

　

４
月
よ
り
外
来
看
護
師
長
を
拝
命
し
ま

し
た
杉
野
で
す
。

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

流
行
に
伴
い
当
院
で
も
発
熱
外
来
の
設
置

や
町
民
に
対
し
て
の
予
防
接
種
の
実
施
も

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
医
療
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
ま

り
な
ど
看
護
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
増
大

し
、
看
護
学
校
の
基
礎
教
育
だ
け
で
は
高

い
看
護
実
践
能
力
を
十
分
に
獲
得
す
る
こ

と
は
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
知

識
・
技
術
不
足
や
医
療
事
故
に
対
す
る
不

安
な
ど
に
よ
り
早
期
離
職
を
す
る
新
人
看

護
職
員
が
多
く
な
り
問
題
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
当
院
で
も
研
修
を
う
け
た

ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
チ
ー
ム
を
結
成
し
病

院
全
体
で
新
人
看
護
職
員
と
共
に
学
び
成

長
し
て
い
け
る
様
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立

て
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
人
看
護
職
員
が
育
つ
こ
と
は
当
院
の

財
産
で
あ
り
町
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
人
だ
け
で
な
く

し
ば
ら
く
看
護
職
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

方
も
不
安
な
部
分
は
研
修
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
勉
強
し
な
が
ら
お
互
い
を

高
め
合
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
緒

に
働
い
て
み
た
い
方
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

２
階
病
棟
看
護
師
長　
　

浅
海
久
美　

　

今
年
度
よ
り
２
階
病
棟
の
師
長
に
就
任

し
ま
し
た
浅
海
と
申
し
ま
す
。

　

２
階
病
棟
は
急
性
期
と
一
般
病
床
の
患

者
様
を
受
け
入
れ
し
、
小
国
郷
内
で
の
急

病
や
事
故
で
入
院
に
な
っ
た
患
者
様
や
そ

の
ご
家
族
様
の
不
安
や
病
気
の
改
善
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
中
、
感
染
対

策
に
は
ス
タ
ッ
フ
間
で
も
日
々
学
習
し
な

が
ら
万
全
を
期
し
て
業
務
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

　

楽
し
く
達
成
感
の
あ
る
仕
事
で
す
。
私

た
ち
と
一
緒
に
地
域
の
た
め
に
小
国
公
立

病
院
で
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

３
階
病
棟
看
護
師
長　
　

安
藤
幸
代

　

３
階
病
棟
は
、
病
床
の
ほ
と
ん
ど
が

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と
は
、
入
院
さ
れ

急
性
期
治
療
を
経
過
し
病
状
が
安
定
し
た

方
や
、
在
宅
や
施
設
で
急
に
体
調
が
悪
く

な
っ
た
方
な
ど
に
対
し
て
在
宅
や
介
護
施

設
な
ど
へ
の
復
帰
支
援
に
向
け
た
医
療
や

支
援
を
行
う
病
床
で
す
。）

　

入
院
さ
れ
た
方
が
、
よ
り
良
い
状
態
で

退
院
で
き
る
よ
う
に
多
職
種
（
医
師
・
セ

ラ
ピ
ス
ト
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
栄
養

士
・
薬
剤
師
・
訪
問
看
護
・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
）
と
連
携
し
て
支
援
を
行
い

ま
す
。
患
者
様
に
寄
り
添
い
ご
家
族
の
話

に
も
耳
を
傾
け
、
住
み
慣
れ
た
場
所
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
へ
戻
れ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
は
術
後
な
ど

様
々
な
疾
患
の
入
院
も
あ
り
、
疾
患
に
関

す
る
知
識
や
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ス
タ
ッ
フ

も
日
々
自
己
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
、
退
院
支
援
な
ど
興
味

の
あ
る
方
、
当
病
棟
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

地
域
連
携
室
看
護
師
長　
　

石
松
由
美

　
「
地
域
連
携
室
」
は
、
患
者
様
、
ご
家

族
様
、
院
内
や
院
外
の
医
療
機
関
や
福
祉

施
設
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
連
携
を
持

ち
、
地
域
に
貢
献
出
来
る
部
署
で
す
。

　

令
和
３
年
度
よ
り
、
地
域
連
携
室
の
看

護
師
長
と
し
て
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
医
師
と
共
に
「
多
職
種
と
の
協
働

と
調
整
」「
笑
顔
で
の
対
応
」
を
大
事
に

業
務
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

患
者
様
は
、
入
院
治
療
が
終
わ
れ
ば
退

院
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の

小
国
郷
で
は
退
院
後
も
在
宅
で
介
護
を
必

要
と
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
。
退
院
支
援

で
は
、「
患
者
様
は
ど
こ
で
生
き
た
い
の
か
」

「
そ
れ
は
可
能
な
の
か
」「
そ
う
す
る
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
か
」
等
検
討
計
画
し

「
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
自
分
ら
し
く
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
」
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

患
者
様
の
笑
顔
が
一
番
！
ひ
と
り
の
人

間
の
命
・
生
活
・
人
生
を
支
え
る
地
域
看

護
の
プ
ロ
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
大
！

大
！
大
！
募
集
し
て
い
ま
す
。
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熱
中
症
の
予
防
・
対
策

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
条
件
次

第
で
熱
中
症
に
か
か
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
が
、
熱
中
症
は
正
し
い
予
防
方
法
を
知

り
、
普
段
か
ら
気
を
付
け
る
こ
と
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
に
注
意
が
必
要
な
時
期

●
梅
雨
の
晴
れ
間

●
梅
雨
明
け

●
夏
の
暑
い
日

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
暑
さ

に
負
け
な
い
体
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
気

温
が
上
が
り
始
め
る
初
夏
か
ら
、
日
常
的

に
適
度
な
運
動
を
行
い
、
適
度
な
食
事
、

十
分
な
睡
眠
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

水
の
事
故
を
防
ぐ

　

夏
休
み
に
は
海
や
川
な
ど
で
の
レ

ジ
ャ
ー
を
予
定
し
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い

の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
水
と
の
ふ

れ
あ
い
は
気
持
ち
が
よ
く
、
楽
し
い
も
の

で
す
が
、
毎
年
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

子
ど
も
が
命
を
落
と
す
事
故
が
た
び
た
び

起
き
て
い
ま

す
。
行
楽
の

準
備
だ
け
で

は
な
く
、
水

難
事
故
の
防

止
対
策
も
万

全
に
し
ま

し
ょ
う
。

《
海
や
川
で
の
安
全
対
策
》

●
子
ど
も
が
水
遊
び
を
す
る
時
は
、
必
ず

大
人
が
そ
ば
に
付
き
添
う
。

●
水
辺
を
訪
れ
る
と
き
は
泳
ぐ
予
定
が
な

く
て
も
、
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身

に
着
け
さ
せ
る
。

●
掲
示
板
や
標
識
で
危
険
が
示
さ
れ
た
場

所
で
は
水
に
入
ら
な
い
。

●
保
護
者
が
先
に
危
険
箇
所
を
確
認
し
、

安
全
な
場
所
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

　

夏
休
み
中
の
少
年
非
行
・

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

家
庭
は
小
さ
な
社
会
で
す
。
家
庭
内
の

小
さ
な
約
束
を
守
る
こ
と
が
、
規
範
意
識

を
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
決
ま
り
や
約

束
を
守
る
こ
と
で
、
自
分
も
守
ら
れ
る
こ
と

を
家
庭
内
で
し
っ
か
り
と
教
え
て
、
よ
り
よ

い
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
の
言
葉

や
生
活
態
度
に
注
意
し
て
、

●
行
先
を
つ
げ
ず
に
外
出
し
た
り
、
帰
り

が
遅
く
な
る
。

●
買
い
与
え
て
い
な
い
も
の

を
持
っ
て
い
る
。

●
言
葉
遣
い
が
乱
暴
に
な
る
。

●
片
時
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話

を
離
そ
う
と
し
な
い
。

●
学
校
や
部
活
に
行
き
た
が
ら
な
い
。

●
友
人
関
係
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

　

な
ど
、
非
行
の
「
兆
し
」
を
発
見
し
た

場
合
、
早
期
に
適
切
な
指
導
を
行
い
、
子

ど
も
を
非
行
に
走
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

☆
少
年
を
取
り
巻
く

　
　
　
　

有
害
環
境
の
浄
化
☆

　

少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
有
害
環
境
に

は
、

●
少
年
の
心
身
や
発
達
に
有
害
な
影
響
を

及
ぼ
す
出
版
物
、
映
画
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
営

業
、
興
行

●
犯
罪
や
非
行
を
誘
発
す
る
が
ん
具
等

が
あ
り
、
特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
性
や
暴
力
、
薬
物
等
に
関
す
る
違
法
情

報
・
有
害
情
報
の
氾
濫
は
、
少
年
の
規
範

意
識
低
下
の
一
因
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

有
害
環
境
浄
化
に
は
、
ま
ず
、
有
害
環

境
の
有
害
性
、
危
険
性
を
十
分
認
識
し
、

身
近
に
あ
る
有
害
環
境
を
把
握
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
有
害
環
境

に
つ
い
て
地
域
一
帯
で
排
除
運
動
を
盛
り

上
げ
、
環
境
浄
化
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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町
税
Ｑ
＆
Ａ

～
町
県
民
税
編
～

Ｑ　

現
在
、
収
入
が
な
い
の
に
納
税
通
知

書
が
届
い
た

Ａ　

町
県
民
税
は
前
年
（
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）
の
収
入
に
対
し
て
、
翌
年
１
月

１
日
に
住
所
が
あ
る
市
町
村
で
課
税
さ
れ

ま
す
。
現
在
、
収
入
が
な
い
方
で
も
、
前

年
に
収
入
が
あ
れ
ば
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
逆
に
前
年
収
入
が
な
け
れ

ば
、
今
年
収
入
が
あ
っ
て
も
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。
町
県
民
税
は
常
に
１
年
遅
れ
て
課

税
さ
れ
る
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

亡
く
な
っ
た
人
の
税
金
は
誰
が
払
う

の
で
す
か
？

Ａ　

町
県
民
税
は
、
１
月
１
日
現
在
で
住

所
が
あ
っ
た
市
町
村
で
、
課
税
さ
れ
ま

す
。
納
税
通
知
書
発
送
前
に
亡
く
な
ら
れ

て
も
、
そ
の
年
分
の
納
税
義
務
は
相
続
人

が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納

税
通
知
書
は
相
続
人
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
税
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
は

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
利
用
手
順

１　

阿
蘇
税
務
署
に
電
話
す
る
。

２　

最
初
の
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、

ダ
イ
ア
ル
「
１
」
を
選
択
す
る
。

※
税
務
署
の
職
員
に
ご
用
の
方
は
、
ダ

イ
ア
ル
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

３　

自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
し

た
い
内
容
の
番
号
を
次
の
中
か
ら
選

択
し
ま
す
。

①
個
人
の
年
金
や
事
業
な
ど
の
所
得
税

②
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収（
年
末
調
整
）

又
は
支
払
調
書

③
相
続
税
や
贈
与
税
又
は
譲
渡
所
得

④
法
人
税

⑤
消
費
税
や
印
紙
税

⑥
そ
の
他

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
税
務
署　

※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

ご
存
知
で
す
か
「
付
加
年
金
」

　

付
加
年
金
は
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険

料
（
１
６
，
６
１
０
円
）
の
ほ
か
に
付
加

保
険
料
と
し
て
月
額
４
０
０
円
を
上
乗
せ

し
て
納
め
る
こ
と
で
、
年
金
の
受
給
権
を

得
た
と
き
に
老
齢
年
金
に
加
算
さ
れ
る
年

金
で
す
。

付
加
年
金
の
加
算
額（
年
額
）
＝

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
額

※
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
、
納

付
し
た
付
加
保
険
料
の
合
計
額
に
見
合

う
付
加
年
金
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

付
加
年
金
に
加
入
で
き
る
の
は
、
農
林

業
・
自
営
業
等
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
の
方
（
65
歳
ま
で
の
任
意
加
入
被
保

険
者
を
含
む
）
で
農
業
者
年
金
に
加
入
の

方
に
つ
い
て
は
、
付
加
年
金
へ
の
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
の
申
し
込
み
に
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
や
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方

は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
わ
た
し
と
年
金
」

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
テ
ー
マ

　

応
募
者
本
人
や
家
族
な
ど
の
身
近
な
方

と
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
な
ど
、「
わ

た
し
と
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ

イ
。
公
的
年
金
の
大
切
さ
、
ま
た
は
社
会

保
障
と
し
て
の
公
的
年
金
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
だ
内

容
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

■
応
募
資
格

一
般
、
学
生
・
生
徒
（
中
学
生
以
上
）

■
応
募
要
項

・
日
本
語
で
千
～
２
千
文
字
以
内
で
、

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
の
場
合
は
３
～

５
枚
、
ワ
ー
ド
文
書
形
式
の
場
合
は
、
原

稿
横
書
き
１
～
２
頁
程
度
（
Ａ
４
版
、
40

字
×
35
行
）

・
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
住

所
、
電
話
番
号
、
職
業
や
所
属
（
学
校
名

な
ど
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

９
月
10
日（
金
）
当
日
消
印
有
効

■
提
出
先（
郵
送
の
み
）

〒
１
６
８
‐
８
５
０
５

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
３
‐
５
‐
24

日
本
年
金
機
構 

相
談･

サ
ー
ビ
ス
推
進
部

サ
ー
ビ
ス
推
進
グ
ル
ー
プ

「
わ
た
し
と
年
金
」
担
当

☎
０
３（
５
３
４
４
）１
１
０
０

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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５
月
28
日（
金
）か
ら
６
月
２
日（
水
）の

日
程
で
熊
本
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
小
国
高
校
か

ら
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
弓
道
部
、
陸
上

部
、男
女
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、
今
大
会
は
徹

底
し
た
感
染
予
防
対
策
の
も
と
、
全
競
技

無
観
客
で
の
大

会
で
し
た
。
選

手
た
ち
は
全
力

で
試
合
に
全
力

で
挑
み
、
今
ま

で
重
ね
て
き
た

練
習
の
成
果
を

出
し
切
り
ま
し

た
。
ホ
ッ
ケ
ー

部
は
男
女
優
勝

で
九
州
大
会
に

出
場
、
陸
上
競

技
で
は
藤
原
倫

さ
ん
が
女
子

１
０
０
ｍ
で
３

位
、
走
り
幅
跳

び
で
２
位
と
な

り
南
九
州
大
会
に
出
場
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
は
女
子
が
団
体
戦
で
ベ
ス
ト
８
と
い
う

結
果
を
残
し
ま
し
た
。
３
年
生
は
総
体
が

高
校
最
後
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
部
活
動
で
培
っ
た
集
中
力
と
体
力

で
、
進
路
決
定
の
目
標
に
向
け
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

　

２
年
生
は
岩
手
県
立
大
槌
高
校
、
山
形

県
立
小
国
高
校
と
第
１
回
目
の
オ
ン
ラ
イ

ン
生
徒
交
流
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
画
面

越
し
に
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
際
に
は
、

緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
学
校
紹
介
や

自
己
紹
介
を

行
う
な
か
で
、

打
ち
解
け
て

活
発
な
交
流

が
で
き
ま
し

た
。
多
く
の

生
徒
が
「
他

校
の
多
様
な

取
り
組
み
を

知
り
、
視
野
が
広
が
っ
て
充
実
し
た
時
間

だ
っ
た
。」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

「
す
ぎ
の
こ
運
動
会
」
開
催

　

５
月
23
日（
日
）に
「
令
和
３
年
度
熊
本
県
立

小
国
支
援
学
校
す
ぎ
の
こ
運
動
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
運
動
会
の
開
催
が
で
き
ず
、
悲
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、
児
童
生
徒
た
ち
は
と
て
も
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

す
ぎ
の
こ
運
動
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
当

た
っ
て
は
、
児
童
生
徒
実
行
委
員
会
が
今
年
度

の
テ
ー
マ
募
集
を
行
い
、
み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
を

取
り
ま
と
め
て
、「
み
ん
な
で
・
仲
良
く
・
助
け

合
う
・
す
ぎ
の
こ
運
動
会
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
児
童
生
徒
実
行
委
員
会

を
中
心
に
自
分
た
ち
で
協
力
し
、
運
動
会
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
学
部
、
中
学
部
、
高
等
部
の
徒
競
走
で
は
、

児
童
生
徒
が
競
い
合
い
、
白
熱
し
た
展
開
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
見
て
い
る
人
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。
小
学
部
の
団
体
競
技
「
ダ
ン
シ
ン
グ
玉

入
れ
」
で
は
、
か
わ
い
い
振
り
付
け
の
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
り
、
玉
入
れ
を
し
た
り
と
音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
部
の

技
巧
走
「
０お

ぐ

に
９
２
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
１
」
で
は
、

今
年
開
催
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
聖
火
を
模
し
た
ト
ー
チ
を
持
っ

て
走
っ
た
り
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
や
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
等
の
ポ
ー
ジ
ン
グ
を
行
っ
た
り
し
な
が

ら
、
友
達
同
士
で
競
い
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
高
等
部
の
団
体
競
技
「
大
綱
引
き
」
で
は
、

入
場
か
ら
真
剣
勝
負
が
行
わ
れ
、
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後

は
児
童
生
徒
全
員
の
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
で
締

め
括
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
運
動
会

日
和
の
快
晴
で
、
暑
い
中
で
し
た
が
、
児
童
生

徒
は
暑
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
精
一
杯
練
習
の

成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
方
々
や
卒
業
生
等

を
招
待
し
て
実
施
し
た
い

と
こ
ろ
で
し
た
が
、
今
年

度
は
、
保
護
者
の
み
の
観

戦
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
来
年
は
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
方
が
参
加
で
き
る
す

ぎ
の
こ
運
動
会
を
開
催
し
、

多
く
の
方
に
小
国
支
援
学

校
の
児
童
生
徒
の
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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笑
顔
満
開
の
南
中
体
育
大
会
！

　

風
薫
る
５
月
。去
る
５
月
22
日（
土
）に
、

南
小
国
町
髙
橋
町
長
様
を
は
じ
め
、御
来

賓
の
皆
様
、ま
た
保
護
者
の
皆
様
を
迎
え
、

令
和
３
年
度
南
小
国
中
学
校
体
育
大
会
が

開
催
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
に
な
い
早
い
梅
雨
入
り
に
、天
候
が

最
後
ま
で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、当
日
は
、体

育
大
会
に
相
応
し
い
天
候
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
で
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
、感

謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。今
年
の
体
育
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
必
笑
～
仲
間
と
共
に
～
」。必
笑

は
必
ず
勝
つ
で
は
な
く
、必
ず
笑
う
必
笑
で
し
た
。

　

当
日
ま
で
、３
年
生
が
中
心
と
な
り
な
が
ら
、

準
備
・
練
習
に
取
り
組
み
、「
仲
間
と
共
に
」今

年
度
の
体
育
大
会
を
創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、様
々
な
制
限
や

感
染
防
止
を
と
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、南

中
生
の
み
ん
な
は
本
当
に
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
体
育
大
会
、ス
ロ
ー
ガ
ン
通
り
、南
中

生
の
笑
顔
が
満
開
の
大
会
に
な
り
ま
し
た
。当
日

ま
で
の
取
組
の
成
果
、そ
し
て「
仲
間
と
共
に
」創

り
上
げ
て
き
た「
み
ん
な
が
楽
し
い
学
校
を
み
ん

な
で
創
る
」南
小
国
中
学
校
の
ま
と
ま
り
を
、体

育
大
会
で
も
、し
っ
か
り
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

南
中
生
の
活
躍
が
、周
り
の
方
々
も
笑
顔
に

し
ま
し
た
。来
賓
の
方
か
ら
も「
素
晴
ら
し
い

体
育
大
会
。南
中
生
の
一
生
懸
命
さ
と
仲
の
良

さ
、ダ
ン
ス
技
術
の
高
さ
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の

良
さ
が
溢
れ
た
大
会
で
し
た
。」と
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、大
会
終
了
後
、近
く
に

い
た
１
年
生
に
、「
ど
の
競
技
が
１
番
楽
し
か
っ

た
で
す
か
。」と
声
を
掛
け
る
と
、「
３
年
生
の
ダ

ン
ス
で
す
。」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。３
年
生

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
後
輩
も
し
っ
か

り
見
て
く
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。明
る
い
３
年

生
の
カ
ラ
ー
の
出
た
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

体
育
大
会
の
活
躍
と
成
長
を
、今
後
の

学
習
や
生
活
に
活
か
す
こ
と
が
、真
の
体
育

大
会
の
成
功
で
す
。南
中
生
の
益
々
の
活
躍

と
成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
年
度
の
体
育
大

会
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、制
限
の
多
い
開
催
と

な
り
ま
し
た
。来
場
制
限
の
た
め
、南
中
生

の
活
躍
を
直
接
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。ま
た
、

御
来
場
の
皆
様
に
も
ご
不
便
を
お
か
け
し
、

感
染
防
止
対
策
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

今
後
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

上
田
武
満

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

『
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
』の
紹
介

　

梅
雨
の
晴
れ
間
に
く
る
暑
さ
に
、
今
年

も
猛
暑
か
…
と
う
な
だ
れ
る
今
日
こ
の

頃
。
５
月
の
連
休
明
け
か
ら
各
ク
ラ
ブ
に

は
活
動
自
粛
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
活
動
を
再
開
し
た
わ
く
わ
く
ク

ラ
ブ
。
今
月
号
か
ら
各
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
ず
は
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
」。【
目
指
せ
！
郡
大
会
優
勝
‼
】
を

目
標
に
井
和
久
さ
ん
指
導
の
も
と
、
現
在

小
学
６
年
生
の
仲
良
し
女
子
３
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
入
念
な
準
備
運

動
を
行
っ
た
後
、
体
幹
、
ボ
ー
ル
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
、
ド
リ
ブ
ル
に
シ
ュ
ー
ト
練
習
等

基
本
を
中
心
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
人

数
が
少
な
い
分
、
指
導
者
の
目
が
行
き
届

き
や
す
く
、
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
に
丁
寧

な
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達

も
仲
良
し
同
級
生
同
士
、
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
、
と
て
も
雰
囲
気
の
良
い

終
始
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
練
習
風
景
で

し
た
。

　

ま
た
、
夏
の
県
大
会
に
向
け
、
小
国
町

と
の
合
同
チ
ー
ム
に
よ
る
練
習
も
精
力
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
井
さ
ん
は
「
楽
し
く
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
技
術
が
身
に
つ
く
よ
う
練
習
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
人
数
が
少
な
く
個
人
練
習

が
中
心
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
練
習
を
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。」と
の
事
。
メ
ン
バ
ー

の
子
ど
も
達
も
「
楽
し
く
バ
ス
ケ
や
っ
て

ま
～
す
！
」
と
素
晴
ら
し
い
笑
顔
で
コ
メ

ン
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で

も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

☎（
４
２
）０
０
４
７

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信
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少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
嬉
し
い
こ
と
が
２
つ
あ
り

ま
し
た
。
１
つ
は
、
５
月
20
日

の
こ
と
で
す
。
当
日
は
大
雨
警

報
が
出
た
た
め
、
学
校
は
12
時

下
校
と
な
り
ま
し
た
。
市
原
小

学
校
で
は
、
保
護
者
迎
え
の
方

法
を
取
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
日

は
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
あ

る
日
だ
っ
た
の
で
、
迎
え
に
来

れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
に
な
り
、
市
原

小
学
校
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

先
生
た
ち
が
、
全
員
で
役
割

分
担
し
て
、
保
護
者
へ
の
引
き

渡
し
業
務
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
運
動
場
で
道
案
内
す
る
先

生
、
体
育
館
玄
関
前
で
保
護
者

を
確
認
す
る
先
生
、
体
育
館
に

集
合
し
て
い
る
子
ど
も
に
マ
イ

ク
を
通
し
、
迎
え
に
来
ら
れ
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
先
生
、
体
育

館
前
の
出
入
り
口
で
子
ど
も

を
車
に
乗
せ
ド
ア
を
閉
め
る
先

生
、
体
育
館
に
集
合
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
先
生
、

混
雑
す
る
こ
と
も
な
く
、
ス

ム
ー
ズ
に
子
ど
も
た
ち
の
下
校

が
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
迎

え
に
来
ら
れ
た
保
護
者
の
方

は
、
車
か
ら
降
り
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。
大
雨
の
中
、
濡
れ

る
こ
と
も
な
く
、
子
ど
も
を
連

れ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
た
保
護

者
の
方
が
、
市
原
小
学
校
に
対

す
る
信
頼
が
増
し
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
し
た
頼
も
し
い
出

来
事
で
し
た
。

　

も
う
１
つ
は
、
５
月
22
日
に

行
わ
れ
た
南
小
国
中
学
校
の
体

育
大
会
で
す
。
今
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、「
必
笑
～
仲
間
と
共

に
～
」
で
す
。
練
習
時
間
が
短

い
、
し
か
も
雨
の
た
め
運
動
場

で
の
練
習
が
少
な
い
、
こ
の
よ

う
な
条
件
下
、
ど
ん
な
体
育
大

会
に
な
る
か
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
全
種
目
と
も
素
晴
ら
し

い
出
来
映
え
で
し
た
。
特
に
団

体
対
抗
ダ
ン
ス
、
応
援
演
舞
が

良
か
っ
た
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
種
目
も
や
る
気
が

な
さ
そ
う
な
演
技
を
す
る
生
徒

は
、
１
人
も
い
ま
せ
ん
。
ど
ち

ら
も
採
点
種
目
で
、
私
も
採
点

者
の
１
人
で
し
た
が
、
と
て
も

苦
慮
し
ま
し
た
。
教
職
時
代
を

含
め
、
中
学
校
の
体
育
大
会
を

た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
が
、

ベ
ス
ト
３
に
入
る
素
晴
ら
し
い

体
育
大
会
で
し
た
。

県
人
教
社
会
教
育
部
会
１
日
研

修
　

本
年
度
の
県
人
教
社
会
教
育

部
会
１
日
研
修
が
、
６
月
11
日

に
本
町
の
管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
ま
し
た
。
午
前
中
は
、「
人

権
の
町
づ
く
り
、
共
に
学
び
合

い
」
と
い
う
演
題
で
、
私
が
き

よ
ら
塾
の
こ
と
を
中
心
に
話
し

ま
し
た
。
午
後
は
、
人
権
劇

団
「
光
座
」
代
表
の
室
原
正
孝

さ
ん
が
、「
人
権
劇
団
『
光
座
』

の
取
り
組
み
に
学
ぶ
」
と
い
う

演
題
で
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
話
で
使
っ
た
資
料
を
紹

介
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
き
よ
ら

塾
生
で
も
あ
っ
た
南
小
国
中
３

年
髙
橋
さ
く
ら
子
さ
ん
の
熊
日

読
者
ひ
ろ
ば
に
掲
載
さ
れ
た
文

章
で
す
。

「
わ
か
っ
た
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」

　

南
小
国
町
教
育
委
員
会
の
倉

岡
先
生
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

よ
る
講
話
を
聞
い
て
、
あ
い
さ

つ
は
、
と
て
も
大
切
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
今
ま
で
あ
い
さ

つ
は
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
言
い
な
が
ら
少
し
頭
を

下
げ
る
だ
け
と
い
う
の
が
、
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
講
話
を
聞
い
て
、
倉
岡
先

生
が
考
え
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
、「
あ
」
か
る
く
、「
い
」
つ

で
も
、「
さ
」
わ
や
か
に
、「
つ
」

き
る
こ
と
な
く
を
意
識
し
な
が

ら
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ

い
さ
つ
以
外
に
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
も
大
切
な

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
正
直
、

今
ま
で
は
感
染
し
て
い
た
人
を

さ
け
て
し
ま
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
感
染
対
策
を

し
っ
か
り
し
た
人
で
も
か
か
っ

て
し
ま
う
人
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
感
染
し
た
人
や

治
っ
た
人
を
差
別
し
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

207

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
心
を
１
つ
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

赤団のダンス

白団のダンス
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６
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

６
月
は
、
町
の
図
書
室
に
13
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
南
小
国
町
の
奇
跡

②
三
体 

３
上　

死
神
永
生　

上

③
三
体 

４
上　

死
神
永
生　

下

④
い
の
ち
の
停
車
場

⑤
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
連
鎖

⑥
ネ
ト
ゲ
中
毒

⑦
ね
む
り
の
は
な
し

⑧
空
洞
の
な
か
み

⑨
自
分
の
力
で
肉
を
獲
る

　

十
歳
か
ら
学
ぶ
狩
猟
の
世
界

⑩
う
ち
に
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
や
っ
て
き
た
!?

⑪
取
材
・
執
筆
・
推
敲　

書
く
人
の
教
科
書

⑫
ク
ラ
ラ
と
お
日
さ
ま

⑬
少
し
ぐ
ら
い
の
嘘
は
大
目
に　

向
田
邦
子
の
言
葉

読
書
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
！　
（
第
７
回
）

［
町
の
図
書
室（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
編
］

　

町
の
図
書
室
の
司
書
は
、
室
原
知
佳
さ
ん
で
す
。
毎
週
３
日
間
、
町
の
図
書
室
に

勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

室
原
さ
ん
に
図
書
室
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

①
町
の
図
書
室
に
は
ど
の
く
ら
い
の
本
が
あ
り
ま
す
か
？

約
１
２
０
０
０
冊
で
す

②
１
年
間
で
何
人
ぐ
ら
い
図
書
室
を
利
用
さ
れ
ま
す
か
？

利
用
者
の
人
数
は
、
６
７
４
人
で
す

③
１
年
間
の
貸
出
冊
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

４
２
９
冊
で
す
（
毎
月
35
冊
程
度
貸
出
）

④
お
薦
め
の
本
を
教
え
て
下
さ
い
！

○
辺
境
の
老
騎
士
（
全
５
巻
）

○
あ
の
花
が
咲
く
丘
で
、
君
と
ま
た
出
会
え
た
ら

○
居
酒
屋
ぼ
っ
た
く
り

○
少
年
と
犬

○
岩
石
・
鉱
物
・
化
石
（
小
学
館
の
図
鑑
Ｎ
Ｅ
Ｏ
）

⑤
司
書
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

年
間
７
万
冊
を
こ
え
る
出
版
物
の
中
か
ら
、
微
々
た
る
も
の
で
は
あ
り
ま

す
が
、
利
用
者
の
方
々
の
た
め
に
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
取
り
そ
ろ
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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■⿊川温泉⼊湯⼿形制作に関する技術移管(事業承継)の取り組み 
當房こず枝さん（2020 年 4 月着任、写真右）

⿊川温泉名物の⼊湯⼿形の元となる輪切りのヒノキ材は、これ 
まで木工職人の河津良隆さんが材木の切り出しから皮むき、輪切 
りまで全て一人で行っていました。昨年度から、河津さんに⼿形づく
りの技術を習い、年間の作業工程を一通り実施。その中で「⼊湯⼿形
制作の背景を知るツアー」も挑戦しました。 

今年度は、事業承継の仕組みづくりに取り掛かります。構想として
は、木工職人集団を結成し「ギルド化」することによって、 

これまで全て一人で担っていた⼿形づくりを役割分担し、木工職人毎に分業で事業を承継する仕組み
を考えています。将来的には、職人集団で町の木材を活用し、森林保全に繋げたい考えです。

■南小国町有機・小規模農業の IoT 化の取り組み 
ショヴォ―ナタリーさん（2020 年 5 月着任、写真左）

農業に IoT（スマート農業）化を取り⼊れることで、持続可能な農
業に寄与できるのでは？と考えており、南小国町の農業に合う IoT の
実現を目指しています。昨年度は、農業の現場を経験することと、市
販の部品を組み合わせたセンサーの開発に取り組みました。今年度
は、すでに⻑野県小⾕村での実証実験の実績がある東京電機⼤学と連
携し、町内の実証実験と、南小国版のソフトウエアの開発を進めてい
ます。また、町内の井⼿で発電ができたらいいなと「小水力発電」 

にも挑戦中です。屋外展示をして、皆さんにも見てもらえるようにしたいです。 

町の課題解決のために活動する「起業型地域おこし協力隊」。例年であれば活動報告会を開催し
ていましたが、新型コロナウイルス感染症の蔓延防止のため、今回は町内ケーブルテレビの番組の
中で、日頃の活動をお伝えします。また『ミライづくりブログ』でも活動報告の動画を配信します。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動画は『ミライづくりブログ』でもご覧いただけます。アクセスはこちら→ 
応援メッセージも募集しています！！ https://smomiraizukuri.com/?p=732 

未 来 づ く り 通 信 号外編 

「起業型地域おこし協力隊」活動報告会｜7 月 8 ⽇〜31 ⽇町内ケーブルテレビで放送決定！
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※町民の皆様に御回答いただくアンケート(別添)の集計結果により測定することとなります。

2020年度(令和２年度)　総合計画の進捗状況レポート

　本町では、南小国町共有ビジョン（以下「ビジョン」）の実現に向けて、まちづくりの計画（総合計画）を策

定し、この計画に沿って様々な取組みを進めています。

　このレポートは、計画の進捗状況（主な動きや成果等）を町民の皆様にお知らせするために作成しています。

　町民の皆様には、お手数をおかけしますが、ご覧いただき、別添アンケートにより評価や意見をいただきます

ようお願い申し上げます。

〈2020年度（令和2年度）の主な動き〉

〈基本目標に関する成果指標の推移〉

基本目標
指標の推移　(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021

550
（2024年度）関連ビジョン 【き】【の】 関連戦略 １，２

2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

１．雇用を守り、増やし、創り出すとともに、次世代を担う
人材を育て活かす

指標(単位) 町内事業所数（社）

530 397

関連ビジョン 【と】 関連戦略 ３

３．一人一人の個性・人生に応じた希望を叶えやすい環
境を創り、皆が誇りを持って活躍できる地域社会を実現
する

指標(単位)

２．新しい人・資金の流れと連携・協働の一層の促進によ
り地域の活力を高める

指標(単位) 町民税課税額（百万円）

136 146 142
(2024年度）

関連ビジョン 【よ】 関連戦略 ４

４．誰一人取り残されず、安心して暮らし続けられる町を
つくる

指標(単位)

ビジョン【よ】に関する将来像到達度（点）

- ※測定中 4
（2024年度）

関連ビジョン 【ら】【さ】 関連戦略 ５，６

ビジョン【ら】【さ】に関する将来像到達度（点）

- ※測定中 4
（2024年度）

基本目標１に関するトピック 基本目標２に関するトピック

基本目標４に関するトピック基本目標３に関するトピック

温泉館きよら
バイオマスボイラ
本格稼働

体操・レクリエーション

紹介ＤＶＤの制作

住民主体の「通いの場」

立ち上げ支援

中湯田赤迫線
改良工事の実施

着工前 しゅん工

野焼き
（ドローン撮影）

故郷を愛する心を

育成するための

教育プログラムの実施

「空家バンク」登録

に向けた調査の実施

YouTubeでの動画

配信など観光プロ

モーションの強化
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2020年度(令和2年度)　総合計画進捗状況レポート（項目別）

2050年
共有ビジョン き 築いてきた美しい里山の景観、伝統文化、生業を次世代に引き継いでいく里

2030年
の目指す姿

□乱開発を防ぎ、自然豊かな姿を保っている
□若い世代に伝統文化や本町らしさの伝承が進んでいる
□農業や林業に関わる人が増えている

取組方針
〈戦略１〉　築いてきた美しい里山の自然・景観・文化を守りつつ、現在地域にある「しごと」の稼ぐ力を高め
ていく

施策(1)　里山の自然・景観・文化の保全
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位)

啓発活動実施件数（件） 15 12 20
（毎年度）

野焼き実施面積（ha） 2,355 2,353 2,355
（2024年）

5
（毎年度）

関連予算額（単位：千円） 124,787 126,379

日本で最も美しい村づくり活動件数（件） 3 0

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆環境保護に関するCATV番組の放映、最も美しい村や不法投棄防止に関する小学生への出前授業等の
啓発活動に精力的に取り組んだ。また、最も美しい村に関する小学生への出前授業を実施するなど、精力
的に啓発活動に取り組んだ。
◆新型コロナウイルス感染症の流行により野焼きボランティアを集めることが困難な状況の中で、ほぼ前年
並みの野焼きを実施することができた。
◆感染症対策に注力するため「日本で最も美しい村づくり事業補助金」は実施できなかったが、高森町と連
携し最も美しい村連合阿蘇支部として、宝探しイベントやビンゴラリー等のPR活動を展開した。

施策(2)　農林業の課題克服と競争力強化
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位)
荒廃農地解消面積（ha） 0.8 0.6 2.1

（期間累計）

森林伐採面積（ha） 97 132 100
（2024年度）

関連予算額（単位：千円） 40,957 40,364

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆農業委員会活動による担い手のマッチング活動などを行った。営農再開等により、0.6ｈａの荒廃農地を解
消することができた。
◆森林経営計画に基づき森林組合とも共働して適切な伐採を行うことができた。

施策(3)　観光・サービス業の持続的成長
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位) 本町の観光入込客数（千人） 1,087 876 1,450
（2024年）

関連予算額（単位：千円） 157,449 121,825

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆新型コロナウイルス感染症の影響により、本町における観光入込客数は大幅な減少となった。国のGoto
トラベルキャンペーンや町の観光商品券の発行等により一時的に客足が戻ってきたものの、依然として厳し
い状況となっている。

これらのアンケート項目に対応する取組

実績について以下に記載しています。

要点だけ確認されたい場合、白字の部分

(特に大事な点)を中心にご覧ください。

Ｂ 概ね良好

C やや良好でない

C やや良好でない
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2050年
共有ビジョン よ 寄り添い支え合い、人と人のつながりを大切にし、一人一人が誇りを持ち、多様な生き方を尊重しあ

える里

2030年
の目指す姿

□人々が交流する機会や場所が増えている
□思いやりと福祉の充実により町民生活の負担が軽減されている

取組方針
〈戦略４〉　若者、女性、高齢者、障がい者、ひきこもり、外国人等町内で暮らす誰もが充実した人生を過ごし
ていけるよう、人生の一層の充実に向けた希望をかなえるチャンスを創出するともに、実現を阻むハードル
を最小化していく。

施策(10)　結婚・妊娠・出産・子育ての希望を叶える
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆令和２年度に協議を行い、児童の放課後の居場所を確保する施策として、教育委員会所管事業の放課
後子ども教室を令和３年度より週２日から週３日に拡充して実施することとした。
◆「子育て世代包括支援センター」については、設置に向けた協議を町民課・福祉課・教育委員会で行っ
た。相談支援にあたる専門職員を確保するため募集を行ったが応募がなく、採用ができなかったため、令
和２年度末までに設置をすることができなかった。

30
（2024年度）

関連予算額（単位：千円） 0 0

指標(単位) 出生数（人） 27 21

施策(11)　自立支援、健康づくりの推進と生涯現役社会
の実現

年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

323
（2024年度末）

要介護認定率（％） 21.6 22.4

要介護認定者数（人） 336 351

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆令和２年度中は１３箇所にて週１回の活動が実施された。
◆コロナ禍で一時休止があったものの、その後は感染症対策に留意しながら継続して活動が続いている。
◆コロナ禍での活動休止の代替手段としてケーブルテレビを活用した体操番組を放映した。
◆社会福祉協議会のサロン活動のための体操やレクリエーション紹介ＤＶＤ制作に協力した。
◆高齢者全体としての参加率はまだまだ低調であり、令和２年度の要介護認定率は上昇に転じ、熊本県内
でも上位の認定率となった。

20.0
（2024年度末）

関連予算額（単位：千円） 215 440

指標(単位)

C やや良好でない

C やや良好でない
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2050年
共有ビジョン ら ライフラインを充実させ、地域全体で協力し、だれもが笑顔で安心して過ごせる里

2030年
の目指す姿

□便利で強靭なインフラや生活環境の整備が進んでいる
□災害から生命・生活を守れる体制が築かれている

取組方針
〈戦略5〉　交通・買物・医療・福祉等の生活のあらゆる場面で、誰もができる限り不安や不便さを感じること
なく暮らしていくために、ハード・ソフト両面で必要な対策を講じていく

施策(12)　交通弱者対策の推進
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位) 町内の高齢者による交通事故発生件数(件) 17 0

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆高齢者等の生活に必要な買い物、通院等の交通手段を確保することを目的にタクシー利用助成事業を
実施しており、高齢者が免許証を返納し、本事業を活用する例が増えている。令和２年度も延べ10,500人が
助成事業を利用しており、公共交通やタクシー利用が促進された結果、交通事故件数も目標値を上回る状
況となっている。

施策(13)　医療・介護・福祉の連携による包括的なケアの
推進

8
（2024年度）

関連予算額（単位：千円） 26,500 20,000

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆小国郷医療福祉あんしんネットワークの活動を通じ、小国公立病院を中心に在宅医療の支援体制の構
築を図った。
◆コロナ禍における多職種連携のあり方を模索し、オンラインによる会議の開催を推進し、連携を図った。
◆住民フォーラムをオンラインにて開催し、医療介護関係者以外との連携を図ることができた。
◆コロナ禍における感染症予防対策に伴い、認知症カフェの定例での開催はできなかった。

施策(14)　地域住民の生活を支えるインフラの整備及び
管理

年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位) 道路改良計画のある７路線の整備進捗率(％) 41 48 80
（2024年度末）

関連予算額（単位：千円） 84,181 140,819

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆７路線のうち重点事業の町道中湯田赤迫線の外、星和八本松線・樋ノ口吉ノ本線の２路線の整備を実施
した。

施策(15)　ＩＣＴ・ＩｏＴ技術の導入による新たなまちづくり
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位) ICT・IoT導入件数(件) 1 1

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆2020年度のロードマップ（南小国町 地域情報化計画）策定により、2021年度から役場各課局によるICT･
IoT導入が動き出すこととなるなど、今後の具体的な道筋ができた。
◆コロナ禍でも在宅勤務により業務が滞らないよう、2020年度からTELET（リモートアクセスサービス）を導
入した。
◆ドローンを活用し、令和２年７月豪雨の被害状況調査や有害鳥獣の探索、猟友会の駆除報告等を実施し
た。

5
（期間累計）

関連予算額（単位：千円） 6,057 4,773

Ｂ 概ね良好

Ｂ 概ね良好

Ｂ 概ね良好

Ｂ 概ね良好
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施策(16)　防災・減災体制の強化

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆ケーブルテレビ関連では、高森町との連携番組・みなみおぐにNOW！・コロナ関連番組等の新番組の取
り組み、放送番組審査会の意見を踏まえた広報誌への番組紹介記事の掲載・行政情報メール配信サービ
スでの番組更新内容のお知らせ（毎週）等を実施した。
◆ホームページ関連では、2020年度のリニューアルにより、情報のカテゴリー化や例年紙ベースで発行して
いた「補助金･助成金等一覧表」の組み込み、また、情報掲載を役場各課局それぞれで可能とする仕組み
にする等、情報発信側としては掲載（操作）しやすい、情報受信側としてはより多くの情報にアクセスしやす
い環境を整備した。
◆町民が相談しやすい役場を作ることを目的に、接客技術等の向上のため全職員がｅラーニングによる窓
口対応講座・クレーム対応講座を受講した。
◆消費者相談窓口に専門相談員を配置し、消費者被害の回復や被害未然防止のための取組みを行った。
　消費者相談は原則庁舎で直接対応を行っているが、相談したい方がコロナ感染防止対策として来庁して
の相談を控えることがあった可能性を考え、今後は電話やメールなどでの相談対応が可能か検討を行って
いく。
◆高齢者の相談支援に携わる地域包括支援センターの専門職員の確保については、社会福祉協議会と協
議し、令和３年度からも専門職員を出向していただくこととなったが、福祉全般の相談支援に携わる町職員
採用計画に基づく専門職の募集については応募がなく、体制を整えることができなかった。

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆令和２年６月に南小国町地域防災計画書の見直しを行い、熊本県地域防災計画の修正に伴うものに加
え、熊本地震などの教訓を活かし、業務継続計画、受援計画、ドローン活用計画などについて町独自の修
正を行った。
◆令和２年８月に南小国町国土強靭化地域計画を策定し、災害による被害を最小限に抑え、迅速な復旧
復興へとつながる、災害に強く安心安全な地域づくりを推進するため、各課局が推進すべき取組みの方向
性を示すことができた。

施策(17)　情報発信・相談支援体制の充実

Ｂ 概ね良好

A 良好
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2050年
共有ビジョン の のびのびと学べる環境の中ですべての人が夢に向かって挑戦できる里

2030年
の目指す姿

□子供達が地域ならではの体験等を通してのびのびと学んでいる
□みんなが夢を持ち、語りあい、互いに挑戦を応援しあっている

取組方針 〈戦略2〉　地域内における人材育成と新たな「しごと」づくりを促進していく

施策(4)　のびのびと学べる環境の整備
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位) 小中学校の学習環境に対する満足度(点/4点満点) - 3.4 3
（毎年度）

関連予算額（単位：千円） 16,978 616

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆ＧＩＧＡスクール関係補助事業を活用することで、児童生徒のための学習用コンピュータの整備は目標以
上の１人１台の整備が達成することができた。
◆故郷を愛する心を育成するための教育プログラムも、小学４年生の「里山自然体験活動」や中学１年生
の「農業民泊体験活動」、中学２年生の職場体験活動を発展させた「まちインターン」を実施し、児童生徒の
満足度も高く、一定の成果を上げることができた。
◆学校給食センターについては、建設用地が確定しておらず、農協跡地の活用の状況も踏まえて考える必
要があり、予定通りに進捗できていない。
◆上記の取組状況を含め、その他学校教育の取組等、総合的な成果として満足度の高い結果を得ること
ができた。

施策(5)　新たな挑戦を育てる
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位) 起業及び新規事業による売上総額（千円） - 8,723

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆未来づくり事業として、ＳＭＯ南小国において南小国町ローカルベンチャースクールの開催や未来づくり
拠点MOGの利用促進、南小国町ローカルベンチャー活動発信などによる情報発信を行い、若者世代の獲
得、企業との連携、町内事業者との連携などに取り組んだ。また、ローカルベンチャー支援事業として、「黒
川温泉入湯手形の技術継承の仕組みづくりを通じた森林資源の活用」や「南小国町有機・小規模農業の
IoT化」などの起業に向けた取組みを推進した。
◆南小国町協働型逆境克服チャレンジ支援事業補助金により、「南小国あか牛直売事業」や「山鳥の森
オートキャンプ場復興事業」などを実施いただいた。

50,000
（2024年度）

関連予算額（単位：千円） 56,862 48,784

Ｂ 概ね良好

Ｂ 概ね良好
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2050年
共有ビジョン さ 再生可能エネルギーを地域資源から生み出し、有効活用し、未来につながる豊かな暮らしを実現で

きる里

2030年
の目指す姿

□再生可能エネルギーの産出・活用が進んでいる
□木材がより有効に活用されている

取組方針
〈戦略6〉　木質バイオマスの活用や小水力発電等の再生可能エネルギーの導入、省エネ及びＣＯ２削減に
つながる動きを促進していく

施策(18)　木質バイオマスの活用推進
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位) 町内における木質バイオマス燃料使用量(t) - 183 930
（期間累計）

関連予算額（単位：千円） 750 750

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆温泉館の木質バイオマスボイラを活用することによって、使用量の増加につなげることができた。

施策(19)　新たな再生可能エネルギーの導入推進
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位)
役場関与により導入された再生可能エネ
ルギー施設等による年間発電量（kWh）

0 0

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆令和２年度は「南小国町再生可能エネルギー導入ロードマップ」を策定し、令和３年度以降の取組みに対
する準備期間となった。
◆令和３年度は、太陽光発電設備や木質ペレットストーブ導入に係る補助制度や、マイクロ水力発電に係
る実証実験を実施するなど、再生可能エネルギーの導入を推進してゆく。

400,000
（2024年度末）

関連予算額（単位：千円） 2,250 9,370

施策(20)　省エネルギーに関する活動の推進・促進
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

12
（毎年度）

関連予算額（単位：千円） 0 5

指標(単位)
町民の省エネ活動促進のための
普及啓発事業（回）

2 13

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆広報きよらに「教えて、省エネ」というコーナーを設け、毎月省エネについて広報周知を行った。また、県
からの節電活動の実施依頼についても掲載を行った。

Ｂ 概ね良好

Ｂ 概ね良好

A 良好
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2030年
の目指す姿

□町外・国外から本町及びその地域資源等への注目度が高まっている
□本町への移住者や移住希望者が増えている
□町外で本町のために活動する人や企業が増えている

取組方針
〈戦略3〉　地域内外の人同士、団体同士のつながりが生まれ、育つ環境を整備し、新たな人やお金の流れ
を地域の維持・発展の原動力にしていく。また、つながりをうまく活かし、戦略的な外商を推進しながら、地
域経済の中でできる限りお金が循環するようにし、地域の経済的な豊かさを高めていく

施策(6)　「ウィン・ウィン」な関係でつながる連携や協働の
推進

2050年
共有ビジョン と 共に連携し、世界とつながり、世界に誇れる幸福な暮らしができる里

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆令和２年７月豪雨により甚大な被害を受け、復旧工事の早期発注に要する技術職員が不足したが、令和
元年に宮崎県新富町と友好交流都市連携協定を締結していたことにより、公共土木災害復旧業務に関す
る技術を持つ職員１名の派遣及び同技術職員３名のリモート支援を受けることができ、復旧工事の早期発
注を実現することができた。
◆ＳＭＯ南小国を中心として、若者世代の獲得、企業との連携、町内事業者との連携などに取組み、移住
を含めた外部人材を獲得できた。
◆農業分野及び林業分野それぞれに協議会を設立し、同業種間の事業者による協議が行われる体制がで
きあがった。

施策(7)　新しい人の流れをつくる
年度毎の推移(総合計画上期（2020～2024年度）)

開始前 2020 2021 2022 2023 2024 上期目標
（達成時期）

指標(単位) 移住定住施策による移住者数（人） 6 9

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆感染症の流行により、移住関係イベント等への積極的な出展は出来なかったが、県が実施した移住フェ
アに出席し、動画配信などによるPR活動を展開した。
◆町内に移住等を検討されている方を対象に、「空き家バンク」登録物件の内覧対応を行った。
◆全国的な感染症流行の影響もあり、都市部からの移住相談が多く見受けられたが、居住地の確保が上
手くいかず、移住まで結び付かない事例もあった。

施策(8)　戦略的な外商の推進

40
（期間累計）

関連予算額（単位：千円） 8,311 17,760

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆町内在住者向けの「超プレミアム商品券」や「倍返し飲食券」、「３倍返し宿泊券」などにより、新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響で打撃を受けている地域経済と町民の生活を支援した。
◆新規就農者の参入や、荒廃農地の解消への支援を行うことで、新たな生産につなげることができた。

進捗状況
自己評価

　　A　良好　　　　 　B　概ね良好　　　　　　C　やや良好でない　　　　　　D　良好でない

上記評価
の理由

うまくいった点、
いっていない点等

◆株式会社ＳＭＯに委託を行い、ＰＲ動画の作成等による本町の魅力の発信などを行った。
◆熊本県内在住者向けの「超観光商品券」や、九州内在住者向けの「観光商品券」などにより、本町外から
の誘客を図った。
◆商談会への出展支援や、産直ECサイトの活用推進及び販売促進支援を行い、新たな販路拡大への支
援を行う事ができた。

施策(9)　地域経済におけるお金の循環を高める

A 良好

Ｂ 概ね良好

Ｂ 概ね良好

Ｂ 概ね良好
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４６８回市（６月８日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 259（本売）
10～13㎝ 591（本売） 551（本売） 501（本売）
14～16㎝ 20,610 18,880 10,000
18～22㎝ 21,310 20,000 10,500
24～28㎝ 22,100 20,440 12,300
30㎝上 18,000 15,600 12,300

3ｍ

4～9㎝ 155（本売）
10～13㎝ 300（本売）
14～16㎝ 19,310 17,100 10,000
18～22㎝ 21,100 18,700 10,000
24～28㎝ 17,900 7,000
30㎝上

6ｍ
14～16㎝
18～22㎝
24㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 26,200 25,200 13,120
18～22㎝ 29,600 27,190 14,300
24～28㎝ 27,430 26,220 11,860
30～38㎝ 26,000 24,000 11,220

3ｍ

14～16㎝ 21,300 10,000
18～22㎝ 20,900 10,000
24～28㎝
30～34㎝

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 707.221 10,298,911 14,562
桧 50.663 1,051,054 20,745
杉、桧 55.046 519,903 9,444
計 812.93 11,869,868 14,601

紫
陽
花
の
日
々
の
彩
り
妙
薬
に　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
水

新
緑
の
鯉
の
水
の
輪
水
前
寺　
　
　
　
　
　
　

法　
　
　

水

畠
見
と
夫つ

ま

を
誘
い
て
梅
雨
晴
間　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

梅
雨
晴
れ
間
孫
の
手
借
り
て
布
団
干
す　
　
　

佐
藤　

浪
子

遠
山
を
隠
し
隠
し
て
黄
砂
降
る　
　
　
　
　
　

北
里　

典
子

旅
疲
れ
癒
や
す
梅
花
藻
白
映
え
て　
　
　
　
　

松
嶋　

五
月

短
夜
や
八
十
五
冊
父
の
遺
品　
　
　
　
　
　
　

北
里
里
恵
子

神
主
の
共
に
登
り
て
山
開
き　
　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

「
抱
か
せ
て
」
と
嬰や

や

に
ほ
ほ
え
む
な
す
の
畑　
平
野
た
か
子

23
広報きよら 2021.7



ウ
ン
カ
類
の
飛
来
情
報
の
収

集
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

昨
年
、
町
内
で
大
量
発
生
し

た
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
飛
来
が

九
州
の
他
県
で
確
認
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
梅
雨
時
期
を
中
心

に
海
外
か
ら
断
続
的
に
飛
来
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飛
来
情
報
や
ほ
場
内
の
密
度

を
定
期
的
に
把
握
し
、
適
期
防

除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

農
林
課
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
登
録

す
る
と
、
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
ウ
ン
カ
類
の
飛
来
情
報

病
害
虫
防
除
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

熊
本
県
病
害
虫
防
除
所

検
索

■
相
談
窓
口

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷 

農
産
課

☎（
４
６
）３
２
１
２

■
問
い
合
わ
せ

農
林
課 

農
政
係

☎（
４
２
）１
１
４
４

■
農
林
課
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
方
法

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
追
加
ボ
タ
ン
を
押
す

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危

害
防
止

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と

よ
り
果
樹
類
や
い
ち
ご
、
メ
ロ

ン
、
す
い
か
等
の
園
芸
作
物
の

花
粉
交
配
に
は
不
可
欠
で
、
農

業
生
産
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

早
期
水
稲
は
出
穂
・
開
花
期
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬

散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
３

点
に
留
意
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被

害
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注

意
事
項
を
よ
く
確
認
し
、
ミ

ツ
バ
チ
に
影
響
の
あ
る
薬
剤

を
使
用
す
る
場
合
は
特
に
注

意
す
る
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位

置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に

情
報
交
換
す
る
。

③
防
除
時
は
、
水
田
の
周
辺
を

十
分
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や

巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
注
意
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県 

農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

熊
本
県 
畜
産
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
０
１

阿
蘇
地
域
振
興
局 

畜
産
支
援

班☎（
２
２
）５
２
１
２

新
型
コロ
ナ・借
金・生
活
保
護・

労
働
問
題
１
１
０
番（
相
談
所
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
失
業
し
た
方
や
収
入
が

減
っ
た
方
、
借
金
の
返
済
に
お

悩
み
の
方
や
生
活
保
護
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
る
方
等
に
向
け
た

無
料
電
話
相
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ

下
さ
い
。

■
日
時　

８
月
13
日（
金
）～

　
　
　
　

８
月
15
日（
日
）ま
で

　
　
　
　

13
時
か
ら
21
時

■
相
談
電
話
番
号

☎
０
９
６（
３
６
４
）０
８
０
０

※
こ
ち
ら
は
当
日
の
み
の
番
号

で
す
。

■
主
催

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

■
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士 

田
崎
洋
平

☎
０
９
６（
２
３
４
）８
７
１
８

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

蜜蜂の届け出は必要？？ 確認してみましょう！

ただし、次の場合は届出不要です。

①農作物等の花粉受精の為のみの飼育

②密閉構造の飼育管理設備での飼育

③自然巣洞、重箱式巣洞などでの飼育等

令和４年の飼育届の提出が、７月２０日
までとなっています。
左のフロー図で届出必要となった場
合は、お早めに農林課へお問い合わせ
ください。

【提出先・問い合わせ】 役場 農林課 ☎４２－１１４４

蜜蜂を飼育されている方へ

養蜂振興法の規定により、蜜蜂の飼育には、届け出が必要な場合があります。

広報きよら 2021.7
24



お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
案
内

■
第
１
次
試
験
日

　

９
月
19
日（
日
）

■
受
付
期
間

　

７
月
26
日（
月
）か
ら

　

８
月
13
日（
金
）ま
で

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
試
験
区
分
等

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務

局
総
務
課
人
事
係

☎
０
９
６
７（
２
４
）５
１
１
１

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

■
募
集
団
地

市
原
団
地
Ｔ
―
２
号（
１
戸
）

木
造
２
階
建
て　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
申
込
資
格

①
本
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場

所
が
あ
る

②
同
居
親
族
が
い
る
（
単
身
入

居
で
は
な
い
）

③
月
額
所
得（
世
帯
全
員
分
）が

１
５
８
，
０
０
１
円
以
上

２
５
９
，
０
０
０
円
以
内

の
世
帯

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

■
家
賃

月
額　

３
万
９
千
４
百
円
（
駐

車
場
代
込
み
）

■
申
込
期
間

令
和
３
年
７
月
５
日（
月
）～

　
　
　
　

７
月
16
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課 

水
道
住
宅
係　

☎（
４
２
）１
１
１
４

無
戸
籍
で
お
困
り
の
方
へ

～
あ
な
た
の
戸
籍
を
つ
く
る
た
め
に
～

　

全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務

局
及
び
そ
の
支
局
又
は
市
町
村

の
戸
籍
窓
口
で
は
、
無
戸
籍
解

消
の
た
め
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

次
の
相
談
窓
口
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
必
要
な
手
続
を
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

熊
本
地
方
法
務
局
戸
籍
課

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、

下
記
の
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ
る

前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に
電
話

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

住
宅
金
融
支
援
機
構
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の

「
災
害
復
興
住
宅
融
資
（
建
設

資
金
、購
入
資
金
、補
修
資
金
）」

の
借
入
申
込
の
受
付
期
間
を
１

年
間
延
長
し
ま
し
た
。
お
申
込

み
を
ご
検
討
の
方
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
延
長
前
】令
和
３
年
３
月
31
日

↓

【
延
長
後
】令
和
４
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
支
援
機
構 

お
客
さ

ま
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
災
害
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
）　
（
通
話
無
料
）

☎
０
１
２
０（
０
８
６
）３
５
３

※
国
際
電
話
等
で
ご
利
用
い
た

だ
け
な
い
場
合
は
、

☎
０
４
８（
６
１
５
）０
４
２
０

に
お
か
け
く
だ
さ
い
（
通
話
料

金
が
か
か
り
ま
す
）。

※
電
話
相
談
は
、
土
曜
日
及
び

日
曜
日
も
実
施
し
ま
す
（
受

付
時
間
９
：
０
０
～
１
７
：

０
０
）（
祝
日
及
び
年
末
年
始

を
除
き
ま
す
。）

区分 職種 採用予定数 職務内容 受験資格

高等学校
卒業程度

消防 11人程度 消防部局に
勤務し、消防
業務に従事
します。

平成８年４月２日
から

平成16年４月１日
までに生まれた人

上記試験の合格者は、11 月上旬頃に２次試験を実施します。

7/11(日)～8/9(月) 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科
7/11(日) 眼科古嶋医院 ☎34-0008 眼科
7/18(日) 家入整形外科 ☎32-0048 整形外科
7/22(木) 古閑医院 ☎22-3000 内科、消化器科、小児科
7/23(金) 大阿蘇病院 ☎22-2111 内科、整形外科
7/25(日) 問端内科 ☎32-0102 内科
8/1(日) 小野主生医院 ☎32-0039 内科、眼科
8/8(日) 阿蘇温泉病院 ☎32-0881 内科
8/9(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科、外科
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栄

養

教

室

　

健
康
の
基
本
で
あ
る
「
食
と

栄
養
」
に
つ
い
て
学
び
、
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
食
は
明
日
の

元
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
は
食
生
活
改
善
推
進
員

の
皆
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ

き
、
開
催
し
ま
す
。
食
改
さ
ん
に

興
味
の
あ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
方

■
定
員　
　

６
名

■
受
講
料　

無
料

■
場
所　
　

管
理
セ
ン
タ
ー

■
日
程
・
内
容

下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み

７
月
23
日（
金
）ま
で
に
、
役
場

町
民
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

☎（
４
２
）１
１
１
３

定
期
法
律
相
談

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

７
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

役
場 

会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

ペ
ッ
ト
の
た
め
の
災
害
時
へ

の
備
え

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る

の
は
飼
い
主
だ
け
で
す
。
災
害

が
起
き
て
か
ら
で
は
な
く
、
日

頃
か
ら
心
構
え
や
備
え
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

む
や
み
に
吠
え
な
い
、
ケ
ー

ジ
に
入
る
等
の
し
つ
け
を
日
常

的
に
し
て
お
く
と
、
避
難
所
へ

避
難
し
た
際
、
周
囲
の
生
活
環

境
へ
の
配
慮
に
繋
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
迷
子
に
な
っ
た
時
の

た
め
に
首
輪
や
迷
子
札
を
必
ず

装
着
し
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
の
駆
除

な
ど
健
康
管
理
を
こ
ま
め
に
行

う
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所

☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
５

「
緑
の
学
園
」（
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
）

■
開
催
期
日

第
１
回　

７
月
31
日（
土
）

第
２
回　

８
月
20
日（
金
）

■
内
容

①
農
業
大
学
校
の
概
要
紹
介

②
進
路
・
資
格
・
学
生
生
活
の

紹
介

③
農
学
部
各
学
科
・
研
修
部
の

内
容
紹
介

④
コ
ー
ス
別
体
験
学
習
（
申
込

み
時
に
希
望
コ
ー
ス
を
３
つ

選
択
）

■
募
集
人
員　

各
80
名
以
内

■
参
加
費
用

　

一
人
当
た
り
２
５
０
円
又
は

７
０
０
円
を
予
定

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
（
担
当  

網
田
・
川
邊
）

☎
０
９
６（
２
４
８
）１
１
８
８

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

北
里　

久
代　
様　

陣
の
前

（
故
）賢
治　

様　
　
　
　

古
賀　

辰
男　
様　

湯
田
下

（
故
）虎
圓　

様　
　
　
　

井　
　

聖
富　
様　

星　

和

（
故
）聖
諭　

様　
　
　
　

日
隈　

勝
代　
様　

椚
ノ
本

（
故
）ツ
イ
子　

様　
　
　
　

村
上　

秀
訓　
様　

古　

賀

（
故
）芳
己　

様　
　
　
　

（
６
月
18
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
・
・

・
・
・

や
っと
や
っと

い
ら
っ

い
ら
っ

う
～
ん…

今
日
は
一
段
と

頭
に
響
く
ん
ラ
ヨ

う
～
ん…

今
日
は
一
段
と

頭
に
響
く
ん
ラ
ヨ

…

う
る
さ
く
て

眠
れ
な
い
ん
ラ
ヨ

…

う
る
さ
く
て

眠
れ
な
い
ん
ラ
ヨ

ね
む
ね
む

静
か
に

な
っ
た
ん
ラ
ヨ

静
か
に

な
っ
た
ん
ラ
ヨ

し
ず
し
ず

き
ょ
う

き
ょ
う

あ
た
ま

あ
た
ま

ひ
び
ひ
び

い
ち
だ
ん

い
ち
だ
ん

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

７月27日（火） 開校式・食品生成の基礎知識

８月17日（火） 生活習慣病について

９月14日（火） バランスの良い食事について

10 月５日（火） 子どもの体の成長と食について

11 月９日（火） 町の食育活動について・閉校式
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

7/
15木

消費生活相談日　9：00～16：00　役場
心配ごと・行政相談　10：00～

地域福祉センターりんどう荘

16 金 定期法律相談　13：00～17：00　役場
さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木 海の日

23 金 スポーツの日

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
1歳6か月児健診　13：15～　おぐに町民センター

29 木

30 金

31 土

8/
1日

2 月 固定資産税　第２期　納付期限
国民健康保険税　第２期　納付期限

3 火

4 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

5 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

6 金 出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

7 土

8 日 山の日

9 月 振替休日

10 火

11 水

12 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
3歳児健診　13：15～　おぐに町民センター

13 金

14 土 成人式
ふるさと花火大会

15 日

町民カレンダー ７月・８月令和３年

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

５
／
23
生　

〓
い
ま

福ふ
く　

千ち

景か
げ

く
ん

　
（
父
）達
也･

（
母
）怜
子　
　

杉
田
下

５
／
28
生　

大お
お
つ
か〓　

吏り

き生
く
ん

　
（
父
）潤
一
郎･

（
母
）彩
夏　

杉
田
下

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

５
／
23　

井
　
　
聖
諭（
33
）星　

和

６
／
３　

穴
井
チ
ズ
子（
93
）竹
の
熊

６
／
９　

日
隈
ツ
イ
子（
90
）椚
ノ
本

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（5月31日現在）

世帯数　1,775世
帯

（－１）〈－４〉
　男　　1,852人

（±０）〈－22〉
　女　　2,039人

（－４）〈－43〉
　計　　3,891人

（－４）〈－65〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比
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づ
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〒
869-2492熊
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県
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南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143番

地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

BIRTHDAY
   H

A
PPY

6月
生まれ
希望者
のみ
掲載

下城　樹希 くん2.6.23生

　（父）亮輔さん

　（母）稚菜さん

お誕生日おめでとう！可愛い笑顔を
いっぱい見せてくれてありがとう♡
兄妹仲良く、元気に大きくなってね。

落見

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

いついつ ききしもしも じょうじょう

庁舎別館建設工事が始まりました
　延べ床面積 279.25㎡のＲＣ構造 2 階建て庁舎別館が建設されています。
　また、町内に支店窓口を持つ肥後銀行「南小国出張所」も、施設老朽化などから、この別館の一部を貸
借する形で移転されることとなっており、さらに、設置の募集に応じた、肥後銀行とＪＡバンクのＡＴＭ
も併設予定です。
　建物は来年２月ごろの完成、４月から窓口機能などが移転し、営業が開始される予定となっています。
　なお、別館建設工事に伴
い、来年２月末まで、志賀
瀬川沿いの南小国橋側入り
口と駐車場のおよそ半分が
工事作業エリアとなってお
り、利用が制限されていま
す。（右写真）
　役場ご利用の際は、自然
休養村管理センター側か
らの入り口をご利用くださ
い。

庁舎別館完成予想図 庁舎別館フロアマップ

南小国橋側入り口
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